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論文内容の要旨
最近 Second-class current の存在可能性を検証する上で，偏極核から放出されるベータ線の角分布
を測定することが有効な方法であることが示された。また，ある種のハイペロンの崩壊でも存在可能
性が議論され得ることが示された。現在，検証のために，ベータ線の角分布の精密測定の実験が行な
われている。しかしながら，これらの実験結果から Second-class current の存在可能性を議論するた
めには，角分布に対する電磁的補正の大きさを知っておく必要がある。ハイペロンの崩壊の場合でも
同様で、ある。したがって，この論文では偏極核から放出されるベータ線の角分布と，荷電ハイペロン
のエネルギースペクトルに対する電磁的補正の式を導びいた。計算にあたっては V-pA型の current
をバリオンに用いた。数値計算の結果は， 12B と 12N の偏極機からのベータ線の角分布に対する補
正は10-4程度であり，ハイペロンの寿命に対する補正は 1%以下であることがわかった。この結果は，
現在の実験精度では，電磁的補正は無視できる大きさであることを示している。
論文の審査結果の要旨
鈴木君は偏極核のベータ崩壊並びに荷電超核子の軽粒子崩壊に対する電磁補正を行った。
原子核のベータ崩壊に対する電磁補正は，その寿命あるいは電子スペクトルに対する補正項が多く
の研究者によって既に求められている。鈴木君は，偏極した核の放射するベータ線の角分布に対する
電磁補正を与えた。その公式によると，核の偏極軸に対する cos{} 項の補正は，電子スペクトルの補正
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とほぼ等しく一般には対数発散項を含んで、いる。 しかしガモフ・テラー遷移の場合には， 非対称係
数が全く対数発散を含まない。したがって 12B および12N が 12C の基底状態ヘ選移するとき，電子お
よび陽電子のスペクトルはかなり大きい電磁補正をうけるが，非対称係数に対する補正は10-4以下で
あることが示された。
荷電超核子の軽粒崩壊に対しては，軽粒子スペクトル及び崩壊の全確率に対する電磁補正が与えら
れた。例えば，荷電シグマ粒子のラムダ粒子又は中性子への崩壊では，全確率に対する補正は0.6%程
度である。
最近偏極した 12B および 12N のベータ崩壊での電子の角分布の精密測定，あるいは荷電シグマ
粒子の軽粒崩壊の比等より，弱い相互作用における Gパリティ非保存の検証が試みられている。しか
し観測量の中には，本来の Gパリティ非保存による効果の外に電磁補正に基づく効果等が混在する。
この研究によって，電磁補正による効果が定量的に明らかにされたことは，今后の Gパリティ非保存
の機構解明に大きく寄与するものであり，よって鈴木重直君の論文は，理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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